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指標５
（単位：　）

平成21年8月3日記入

平成21年度　施策評価シート

基準年
H22

実績値

H19 H20 H21

44,185,873 44,439,704

指標３
（単位： ）

総事業費・人員
（単位：千円・人）

指標４
（単位：　）

総事業費・人員
（単位：千円・人）

390,084 476,941

３　事業費                       　　　　　　　　　　     （単位：千円）

事業費

実績値 目標値

特定健康診査の実施率

平成20年度（決算）

健康福祉局

国民健康保険課

１　施策の目的

和光　亨課長名

第１章　安心して生活できる福祉社会をつくります

国民健康保険制度の充実に向けて

年度

　国民健康保険制度は、農業従事者、自営業者、無職の人など、職域を対象とする健康保険や各種共済組合に加入していない人を対象
とするもので、国民皆保険を実現するわが国の医療保険制度の基盤的な役割を果たす制度である。また国民健康保険は、その被保険者
からの保険税を主な財源として、疾病、負傷などを保険事故に対して、医療の給付を行い、生活の安定を図ることを目的とした相扶共済の
制度であり、制度の安定的な運営が求められている。

平成19年度（決算） 増減の主な理由

２　施策の概要
　国民健康保険制度は、保険税収入が伸び悩む一方、高齢化や医療技術の高度化等により医療費は増加の一途をたどるなど、その財政
運営は極めて厳しい状況となっている。こうした状況の中、加入者が質の高い医療サービスを安心して受けることができるためには、国民健
康保険制度が将来にわたって持続可能なものとなるよう、国保財政の健全化、安定化を図る必要があり、国保税の確保等に努めている。

＊年間の人件費はＨ19、Ｈ20ともに805万円/年とし、人口は、70.6万人（Ｈ20.4.1現在）、71.0万人（H21.4.1現在）とした。

62,586 62,591

目標値の考え方（根拠）指標の基準値の定義

市民一人あたりの
事業費（単位：円）

４　成果・活動指標

事業費は特定健康診査が開始されたことなどによる増。人件
費は人員増によるもの。

人件費
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目標値

- - 24.0-

指標１
（単位：% ）

総事業費・人員
（単位：千円・人）

指標２
（単位：% ）

総事業費・人員
（単位：千円・人）

-

総事業費・人員
（単位：千円・人）

保険税の収納率

基準値

受診者数÷受診対象者×100

平成１０年度９０．３５パーセントであった収
納率は、平成１６年度には、８８．５７まで低
下したことから当面の目標を平成１０年度を
上回る目標値とした。しかしながら、２０年度
からは後期高齢者医療制度の創設により収
納率が約９８％と高かった後期高齢者が脱
退したことにより、収納率目標を約２％引き
近隣都市の実績値を基に目標値を設定した
いが、２０年度実施の事業であるため、21年
度に各都市の実績値を把握した上で目標値
を定める。２０年度の受診率は21.02％であ
り、県内都市平均２３．２４％を基準とし、２１
年度の目標と２４％とする。

指標名

11520

現年度課税分収納額÷現年度分調定額×100

第５節　社会保険制度の充実に向けて

施　策　名

政策名（章）

基本施策名（節名）

2

1

指標５

指標４

指標３

指標２

指標１

施策コード

評価担当局

施策所管課

基本目標 学びあいあたたかさのある福祉文化都市をめざして

　　 　

　 　 　 　

　

　

　

　

  



4　2　1効率性

最小の経費で最大限
の効果を得られるよ
う、効率的に事業を実
施している

＊Ａは、良好、Ｂは、事務事業の見直しが必要、Ｃは、事務事業を統合・廃止の方向

課題

　平成２０年４月から後期高齢者医療制度が創設され、収納率が約９８％と他の世代と比べて高かった後期高
齢者が脱退したことや、急激な経済危機、雇用環境の悪化などの影響により収納率が低下する状況になってい
る。こうした中、収納率の減少担税力があるにも係わらず滞納を続ける納税義務者に対して、財産の差押処分
の強化を図り税負担の公平性を確保する。

解決策 　差押処分可能財産を発見するための調査の強化を図り、必要に応じて積極的に差押処分を執行する。

○この施策の満足度は3.301で全119施策の中で32番目。
○重要度は4.166で26番目である。
○改善要望度は0.146で36番目である。

Ｈ20評価点

市民満足度

＊Ａは、良好、Ｂは、事務事業の見直しが必要、Ｃは、事務事業を統合・廃止の方向

＊Ａは、良好、Ｂは、事務事業の見直しが必要、Ｃは、事務事業を統合・廃止の方向

９　３次評価及び意見（評価結果及び課題・解決策について、必要に応じて意見を記入）

３次評価

B

有効性

視点の種類

６　１次評価（２つの視点から評価を行う）

５　市民満足度調査結果（平成21年度実施分）

評価点

２次評価

評価結果に基づく区分（４項目の合計点数による）
　Ａ（9点以上）　　Ｂ（8点・7点・6点・5点）　　Ｃ（4点以下）

８　２次評価及び意見（１次、２次で評価に相違がある場合など、必要に応じて意見を記入）

B

７　課題と解決策（現状または、評価結果から）

合計
１次評価

Ｂ

市民満足度調査によ
り市民ニーズを把握
し、市民の立場に立っ
て事業展開している

評価基準・
着眼点

4　2　1

4　2　1

4　2　1

前回（Ｈ20）評価結果との比較分析
または優先順位の最も高い指標以外で評価した理由

4　2　1

各事業が果たす施策に
対する目標の達成度合
いを把握し、効果の高い
事業を実施している

国民健康保険制度の充実に向けて

20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

北部

西部
南部

津久井

2.5

3.0

3.5

4.0

4.5

5.0

2.0 2.5 3.0 3.5 4.0

　　平均　3.234

低い　←　満足度　→　高い

高
い
　←

　
重
要
度
　→

　
低
い

平均  3.892
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